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１．はじめに  

プレキャストコンクリート製品は，一般に蒸気養生を行っており養生方法が現場打ちコンクリートと異なる

ため，コンクリート標準示方書［設計編］（以下，コン示）の水分浸透速度係数の予測式 1）の適用範囲外であ

る．本研究では全国のコンクリート製品会社からプレキャストコンクリート製品と同一養生を行った実機製

作による 68 配合 612 本の供試体を提供して頂き，土木学会規準 JSCE-G5822）に準拠し水分浸透速度係数を測

定した．測定結果からプレキャストコンクリート製品の一般的       表－１ 使用材料 

な環境下における耐久性に関する耐用年数の検討を行った． 

２．実験概要                               

２．1 使用材料および配合 

 提供された供試体の使用材料および配合を表－１および表－

２に示す． 

２．２養生方法 

蒸気養生における設定最高温度は 35～70℃の範囲であり，蒸

気養生後材齢 1 日で脱型し，出荷材齢 7 日(14 日)まで製品と同      表－２ 配合の範囲 

様に，製品置き場にて気中保管した．           

２．３試験項目および方法                       

(1)圧縮強度試験                       

 圧縮強度試験は出荷材齢で JIS A 1108 に準拠して実施した．       

(2)水分浸透速度係数試験 

水分浸透速度係数試験はφ100×200mm の円柱供試体を用いて

JSCE-G582 に準拠して実施した．養生後に型枠底面側を切断し，

温度 40±2℃かつ相対湿度 30±5％の環境下で 28 日間乾燥させた．

供試体の側面をシーリング後，切断面から 10mm まで水道水で浸

漬し浸漬開始から 5，24，48 時間後に各 3 体を割裂し，水分検知

剤を噴霧して発色した部分の水分浸透深さを測定した． 

浸漬期間 5，24，48 時間で得られた水分浸透深さと浸漬時間の   図－１ 結合材水比と圧縮強度の関係 

平方根を直線近似した傾きを水分浸透速度係数として算出した．                             

３．実験結果および考察                     

図－１，図－２および図－３に，結合材水比と圧縮強度，蒸気

養生の設定最高温度と圧縮強度，および圧縮強度と水分浸透速度

係数の各関係を示す．結合材水比の増大につれて圧縮強度も増大

傾向にあるが，同じ結合材水比でも圧縮強度が 2 倍以上の場合が

ある．また，蒸気養生の設定最高温度は，60～65℃が最も多く，

最大 70℃，最小 35℃と幅広く設定されている．なお，設定最高 図－２ 蒸気養生の設定最高温度と圧縮強度 

温度が同じ場合では，結合材水比が大きい方が圧縮強度も大きい傾向にあった．                    
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材  料

混 和 剤

細 骨 材

粗 骨 材  砕石

混 和 材
 高炉スラグ微粉末（4000･6000）

 フライアッシュ･石灰石微粉末･膨張材

 AE剤･AE減水剤･高性能AE減水剤

 陸砂･川砂･山砂･海砂･砕砂

種   類

セメント

 普通ポルトランドセメント

 早強ポルトランドセメント

 高炉セメントB種

単位 範囲

N/mm
２

18～50

％ 26～54

％ 1.0～5.0 空気量

項　目

 設計基準強度

 水結合材比
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表－３ 養生および外部環境の影響を表す係数 β 

 

 図－３ 圧縮強度と水分浸透速度係数 

圧縮強度と水分浸透速度係数の関係は，圧縮強度が大きくなる

につれて水分浸透速度係数は小さくなる傾向にある． 

図－４に，コン示の予測式 1）から求めた水結合材比 W/B と水分

浸透速度係数 qpとの関係に今回の測定結果をプロットした図を示

す．蒸気養生を行っていない場合の水分浸透速度係数は，既往の

研究報告 3）から水結合材比や養生，乾燥度合いなどの関係から得

られた表－３に示す係数 β 値によって予測可能である．         図－４ コン示予測式と測定結果 

コンクリートの水分浸透速度係数の予測値 qp (mm/√h)  

qp = 5･(W/B)2･β2  （0.40≤W/B≤0.60）        (1)    

図－４より，水分浸透速度係数について予測式(1)と蒸気養生し

たコンクリート供試体の測定結果を比較すると，β=3.0 程度とす

れば安全側に予測可能である．また，予測式(1)の適用範囲は，0.40

≤W/B≤0.60 であるが，図－４の点線（外挿入）で示すように，適

用範囲を 0.30≤W/B≤0.60 まで拡大可能であると考える． 

４．鉄筋のかぶりと設計耐用年数の試算             図－５ 設計耐用年数と鉄筋のかぶり 

蒸気養生したプレキャストコンクリート製品の一般的な環境下における耐久性（中性化と水の浸透に伴う鋼

材腐食）について試算する．コン示の予測式(1)において比較的安全側の β＝3.0 として，鉄筋のかぶりについ

て設計耐用年数を求めた．水結合材比 W/B ごとの設計耐用年数と鉄筋のかぶりの試算結果を示した図－５よ

り，蒸気養生したプレキャストコンクリート製品は，W/B=0.35 以下では鉄筋のかぶり 25mm 以上，あるいは

W/B=0.55 以下では鉄筋のかぶり 40mm 以上あれば，設計耐用年数 100 年以上とすることが可能である． 

５．まとめ  

 本研究では，全国のコンクリート製品工場内にある蒸気養生設備により製品同一養生を行ったコンクリー

ト供試体において，蒸気養生が水分浸透速度係数などに及ぼす影響について検討を行った．本研究範囲におけ

る知見を以下に示す． 

1） 圧縮強度の増大につれて，水分浸透速度係数は減少傾向にある． 

2） 養生および外部環境の影響を表す係数 β は，最大 3.0 程度である． 

3） 必要設計耐用年数に応じた水結合材比と鉄筋のかぶりの関係を示すことが可能である． 
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